日立過熱水蒸気才ーブンレンジ型式 MR0-LS8 

カンタンご使用ガイド 


初めてお使いになるときの準備 


詳しくは「取扱説明書」をご覧くださ■し 、 C 

このマークは r 取扱説明書」の記載 
A ,ぺージでず。 


〇 壁などとの間をあけて設置し、 
アースを取り付ける 左側 

ま全上のご';主意 (-》 P.8 〜1 2) 5emU± 
をお読みになり正しく 
設置してください。 


上側1 Qcm な上 



も邮 

'己も mU± 


本体の背面は、壁やま具などにぴったりつけてを大丈夫です。 

周囲の保護のために 

周囲が熱に弱い壁材や家具でない場所に据え付けてください。背面の壁がガ 
ラスの場合、溫度差で割れるおそれがあるので、 20 cm な上あけてください。 
左図の距離をあけても、排気でミちれたり結露ずることがあります。距離をさ 
与にあけるか、壁面側にアルミホイルを貼るヒミちれや結露を軽減でさまず。 


0 トリプル重量センサー ( GPS ) の0点調節をする 

〇電源プラグをコンセントに差し込み、一度ドアを開ける 
電源が入り、表示部に「0」が表示されます。 

@加熱室底面にテーブルプレートをセツトずる 
0ドアを閉めて けり を3秒な上巧し続ける 

「ピツ」とブ^が鳴り、数秒後、0表示で 
重量センサーの日点調節が終了しまず。 


P.5 



才ート調理の使いかた（鶏の ハ- ブ焼きの例) 度 

〇 


0 


ドアを開けて、 

食品を焼網に並べ 
ァーブルプレート 
に置き、ドアを閉める 

水道水を給水する 

〇 給水タンクを本体から引き抜く 
@ ふたを開いて給水する 

満水ラインまで水 
(水道水)を入れます。 

(水平にして確認する） 

R1 ふたを閉める 

Q 給水タンクを本体に 
セツトする 


給水タンク 


© 

〇 


Mk を巧ず 



P-36、37、68i 


ドアを開けると電源び入 D ます 


電源プラグをコンセントに差込んだだけでは電源び 
入りません。待機時ミ肖費電カオフ機能び動作中です。 

電力を節約ずるため、ドアを閉めて約10分間操作が無 
いと自動的に電源を切り、表示部の「0」も消え、ボタン 
を巧しても受け付けません。ドアを開閉すると電源が入 
り、表示部に「0」が表示され、ボタンを受け付けます。 


重量センサーの0点調節のお願い 
♦曰甫ご巧用の際ち、とまどを 重 ■センサーの 0 点調節を 
巧つてくだをい。 F » p.5~l 

調王里を上手に仕上げるためです。 


お願い 

♦使用ずる水は塩素消毒された水道水をご使用ください。 

なお硬度の高い水を使用した場合は、カルキ(白い粉)が噴出した 
り、長期間使用するヒスチーム噴出□が詰まることがありまず。 

噴ホロが白く付着が目立つようであ扣丈、国巧産のミネラル 
ウオーターをおすずめします。また下記の水を使うときは、カビや 
雑菌が発生しやすくなるため、毎回給水タンクを洗ってください。 

•ミ争水器の水 -アルカ U イオン水 

•ミネラルウオーター •井戸水など 


へ JX ニユーを選ぶ 

ボタンを巧し、 


32鶏のハーブ焼き を選択する 



を押してスタートずる 

終了音が鳴ったら 食品を取り出す 




♦調理終了後は給水タンクの残水を捨て、パイプの水ほさ 
を行ってください。 (-» P.551 
参加熱室の温度がをえてから、加熱室内に付着した水滴を 
ふき取ってください。 


手動調®の巧いかた ® 


P.42-51 


1 





























































手動調理 


HEALTHY CHEF 



区)分 I [ l 分〕110秒 I [ v ^ 


X じごはん I に使巧する容器を容器番号2に登録し、 
そ の後、登録した容器であたためる場合。 



〇 

0 

@ 


登録したい空の容器をテー 
カレプレートの中央に置き、 
ドアを閉める 


細計量 
増録） 


を押す 

X お知らせボタンが点 
滅し、登録すること 
をお知らせします。 


八）を巧し、希望の 
「乂ニユー番号 J と 
[v 1「容器ま号に選択する 


容器計量 
澄額 


を押して計量し、 
登録ずる 


♦約6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計量が終わり、表 
示部に 「 M 」 が表示されて、 
登録が終わります。 



メニューを号 


容器を号 


桂レンジ 

も■容器 

票时—卜] 


回な 


テーブル 


強レンジ 

も • 

II 时-卜] 


錫 


( 登録.記度済みマーク 


強レンジ 

も■容器 

[才-卜] 


約]日秒後に「0」表示になります。 


テーブル 


〇 


登録した容器に食品を入れ、 
テーブルプレートの中央 
に置さ、ドアを閉める 


@ 向がゃ流 

I 阳出し) 


を押す 


A I を巧し、「 X ニユー 
MiR 番号 J と登録した 
[v] 喀器番号 J を選択 
ずる 


を}甲してスタート 
する 

♦終了音が鳴ったら 
食品を取り出す。 




♦計量中は表示が回転します。 


強レンジ 

も ■ 

i ■弓时—卜] 


さ广卜 


:し J 


テーブル 




0 


0 


強レンジ 


•容器 


弱[トト] 


I? 


テーブル 


オート調理 


巧-ム， 


IS " 熱 

調理 


水蒸気 


や流; 

單 







使巧付属品 

己 

テーブルプレート 


登録できる X ニューと容器の数 



を巧し、お好みにより希望 
の仕上がりに調節する 


仕上がり調節も登録されます。 


スタ-卜から約6體 I こ、食品麗 ( 10 g 靴) 
補示します。脚3秒邸 


>終了までの時間を表示します。 


>終了すると「0」表示に戻ります。 


[メニュー番号）（容器を号1 

強レンジ 
^>.容器 

ii [トト] 

1? 

S ? テづル 



強レンジ 


も ■ 

II 时-卜] 

zin 

■ lU お、テ-ブル 


強レンジ 


ふ ■ 

弓•弓[トト] 

1 cn 

1邑テ-ブル 


メニュー番号 

容器番号 

2ごはん 

1〜4 

3牛乳 

1〜4 

4酒かん 

1〜4 


わがや流あたための使いかた 

容器登録のしかた 


登録した容器を使ってあたためる 


給水タンク 


1C 

だ W 

レき材 

■ 

強•中•お 


メニュ-ま号 

強レンジ \| 

^•■客器 

弱[オート ] C 


テープル 


計量した容器に食品を入れ、ドアを閉める。 



を押してスタート 
する 

♦終了音が鳴ったら 
食品を取り出す。 


参計量中は表示が回転します。 


© 因 

にユー遵 ti 



にユ-選巧 

を 

0 

容蟲量 

懼録） 


を巧し、 

rx ニュー番号」 
と容器「 - 」を 
選択する 

を押す 



參約6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計量が終わりです。 


〇國を 押す 


X 登録してない容器で にごはん I をあたためる場合。 

使ラ空の容器を、テーブ 
ルプレートの中央に置き、 

ドアを閉める 




0 



使用付属品 


テーブルプレート 



♦終了までの時間を表示します。 


•終了すると「0」表示に戻ります 。 J 



スタートボタンを}甲ず前に 


A 


雇上がり 


V 


を押し、お好みにより希望 
の仕上がりに調節ずる 


•仕上がり調節は登録されません。 

♦スタ-卜から約娜准に、食品重量り Og 単位) 
をま示します。綱3秒間） 


登録しなし' 
場合は「-」 
を選択。 


♦同じメニュー番号の容器番号に別の容器を登録すると前回の登録 
の内容は消えます。 

参電源プラグを巧いたときや停電した場合でも記憶しています。 
♦關を3秒間巧すと、登録した 医ごは句〜席酉が のまでの内容を 
全て消すことができます。 

^ニューごとに登録したそれぞれの内容を消すことはできません。 
参容器を登録していないメニューを選択すると、あらかじめ登録さ 
れている標準的な容器の重さで加熱時間を計算します。 

登録した容器の乂モとしてお使いください。 


容器 

にユー 

番号 

2 ごはん 

3牛乳 

4酒かん 

1 




2 




3 




4 




参登録した内容を修正する 

際は同捆の「のリイて 

f きメモ用紙」 


にュー 

食品の分量 

ま品の温度 

あたためのコツ 

1 2ごはん1 

100〜30 Og 

が曰 
ホ/皿 

P .23] 

1 3牛きし1 

1日〇〜400 mL 

:令蔵 

(-» P .28) 

1 4酒かん1 

100〜300 mL 

が曰 
ホ/皿 

> P .64] 


X 常温は約20で、を蔵は〇で〜10でを基準にしています。 
※冷蔵のごはんは、 [1 あたため] で加熱します。 

X 常温の牛乳、:令蔵のお酒は、手動調理（レン列願)で様子を 
見ながら加熱します。 

同程度の大きさ、形状であれば、容器2個を同時に登録 
して使ラことちでさます。 

♦容器の大ささ、形状が異なると、加熱むらの原因となります。 
参食品の種類、分量も同じにしてください。 

♦食品の分量は、上表の2倍が目まです。ただし、 巧牛軍し1 
白■酒かん I は500 mL までにしてください。 

♦食品の置きかたは、テーブルプレート中央に寄せて並べて 
<ださい。 

参食品の種類や分量によっては、左ちの仕上がりが若干変わ 
ることがあります。 

3個な上を同時に登録して使うことはでさません。 

(加熱むらとなり上手にあたたまりません） 


を貼付けてください C 



強レンジ V 

も ■ つ^ 

お[才-卜] し一 

1 /V 

广- 

' 

[ 容器重量計算中] 


テーブル 



空 I 


強レンジ 


壬 ■ 

II [ォ-卜] 

け G g テ-ヵレ 


給水タンク 


容器の重さを登録しないであたためる 


わがや流あたためは、自分のお好みにあたためる機 B 居です。 

お好みに仕上げるため、使いかたに応じてが下の操作手順で行ってください。 



コし 


ン器卜 
レ容け 

■ 

強•中•弱 


つし 

ジ 叫 

■ 

強•中•弱 



っ—一 


二 

レ け 

■ 

強•中•弱 


3 - 


































































































































































































































A 突然の沸とラに注意 



♦飲み物(水、牛乳、お酒、コーヒー、豆乳 
など）やカレーやシチューなどとろみ 
のある物、'油脂分の多いまクリーム、パ’ 
ターなどは、加熱中や加熱後に、突然沸 
とうして飛び散り、やけどのおそれが 
あるのでを意する。 


参開口が細い容器は特に注意し、 
ルご■なカツプ、マグカツプも 
注意する。 

参飲み物は加熱前 
と加熱後にかき 
混ぜる。 



こんなとをは 


やけどに注意 


参オーブン調理-グ IJ ル調 
理. スチーム 調理および 
巧8清掃にを9脱臭 の 衡よ、 
本体（ドア、キャビネット、 
加熱室とその周辺)に触れ 
なし、。 


こんなとをはが障ではありません、次のことをもう一度確認してくださし、。 


修理を依頼される前に次の点および取扱説明書をちラー度お調べください。 〔- >P-56 〜 61 〕 



電源が入らない ♦ドアを開閉し、表示部に「0」が表示されボタンを受け付けるか確認してくださぃ。 

時々雷源が入らない （待機時消費電カオフ機能が働くとま示部の表示が消えボタンを受け付けません) 


才ーブン予熱中に •予熱中は節電のため庫内灯を消灯しています。予熱中に加熱室内の様子を見たい 

庫内なが消なしている ときは 胃を 巧すと約5秒間庫内灯が点なします。 



参 

5;令凍ごはん 

はプラスチックの容器またはラップに包んで加熱してください。 

冷凍したごはんなどが 

参 

6解凍あたため 

で加熱するときは必ず容器评皿）にのせて加熱してくだ t い。 

うま<あたたまらない 

容器(平皿)を使わないでラップに包んだままの状態で加熱すると、あたたまりません。 
容器の大きさは、食品を入れたとき、八分目くらいになる大きさが適当です。 


レンジのとき ♦黒皿(黒色ホー□-皿)や焼網を入れ、 レンジ1 で加熱していませんか。 

火花（スパーク）がでる ♦テーブルプレートや焼網などに食品くずがついていませんか。 


スチームが 見えな し、 

♦オーブン運転時は高温になっているためスチームが見えない場合があります。 

また、才ート調理は、メニユーによってスチーム量が異なります。スチーム発生時 
は「スチーム」「過熱水蒸気 J が表示されます。 

加熱中、表示部やドアが 
くもったり、水滴が落ちる 

♦メニューによって食品から出た水分が水蒸気となり、表示部やドアの内側が くちる 
ことがあります。 

ドアの内側などに露がつさ、ホに落ちたとさは、ふさんでふさ巧ってくだごい。 

加熱室内に水滴が付着 
する 

♦スチーム調理やニューによって食品から出た水蒸気が加熱室壁面に水滴として 
付着します。調理終了後に水滴はこまめにふき取ってください。 

スチーム 噴出口に白い 
付着物が残る 

♦白い付着物の成分は水道水に含まれるミネラル分（カルシウム、マグネシウム） 

が蒸発して残った物です。ミネラル分は有害ではありません。固く絞っためれ 
ぶきんでふさ取ってくだごし、。 


調}—ザがマ'てもつア、. •繰り返して調理した後(合計調理時間10分な上の場合)や' (とりけ リを巧したとを、 

の風切り音がする 電気部品を;令却するためファンが約3分間回転する場合がありますが故障では 

ありません。：令却が終了するとフアンは自動的に停止します。 


設定した温度が途中で ♦ 巧ーブン I のとき、 250° C の運転時間は約5分です。テの後は自動的に210で 

変わることがある に切り替わります。 


ドアから蒸気がもれる ♦少量の蒸気が出ることがありますが異常ではありません。 


2-6847-1 
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D2(HP) 





























